
  

公共劇場舞台技術者連絡会 

令和７年度 総会 【報告】 

 
開催日時：令和 7 年 5 月 9 日（金）１０：００～1３：０２ 

場  所：熊本県立劇場 演劇ホール 
 

  公共劇場舞台技術者連絡会（公技連）は舞台技術部門職員を有する全国の公

立文化施設の劇場及びホールまたは施設を運営する法人で構成され、公立の

劇場やホールの劇場技術者が連携し、各劇場間の諸問題の調査研究や情報交

換・研修を通して、公演製作作業の安全基準及び運用管理基準の策定と普及

を行い公演の円滑な進行管理と安全確保、技術的専門性の確立を目的とする

組織である。  

公共劇場舞台技術者連絡会事務局より配布された「令和 7 年度 総会」式次

第に沿って、安田会⾧（東京芸術劇場）の議事進行により議案（１）～

（７）の説明および会員による採択が行われた。詳細は次の通り。 

 

【開 会】 

 会⾧挨拶 ：安田 武司 氏（東京芸術劇場） 

 開催館挨拶：姜 尚中 氏（熊本県立劇場館⾧） 

 参加者確認：各館の近況報告（２２施設 ４６名出席） 
 

【 議 案 】 

【第１号議案】 令和６年度事業報告および決算報告について  

【第２号議案】 基準協担当にについて  

【第３号議案】 令和７年度事業計画案および予算案について 

【第４号議案】 専門分科会および企画委員について 

【第５号議案】 代表委員確認について 

【第６号議案】 年会費の改訂について 

【第７号議案】 その他報告および検討 

 

 



  

【第１号議案】令和６年度事業報告および決算報告について  

事務局より令和６年度の事業報告および決算報告の説明が行われた。 

議⾧は質疑と討議を促し、会員による異議はなく承認された。 

 

【第２号議案】基準協担当について  

 
令和７年度 公共劇場舞台技術者連絡会 基準協担当 

 

   基準協（現状） 

会⾧ KAAT 神奈川芸術劇場   堀内 真人 

会⾧補佐・編集委員 東京芸術劇場 安田 武司 

編集委員 兵庫県立芸術文化センター 池田 拓司 

    

編集委員解任 

 東京芸術劇場   安田 武司 

         兵庫県立芸術文化センター 池田 拓司 

 

【第３号議案】 令和７年度事業計画案および予算案について 

事務局より令和７年度の事業計画案および予算案の詳細説明を行い、議

⾧は質疑と討議を促し審議に入った。 

１）意見 代表顧問 堀内氏により、事業費教材テキスト補助費の適用につ

いて、ガイドラインの普及の追記載について言及。 

  質疑応答 

   議 ⾧ 基準協の総会同様の発言か確認した。 

   堀 内 同意見であると発言した。 

 

議⾧により出席会員に予算案適用欄への記載をお願いし、本議案の採決を

諮ったところ、その他異議なく承認された。 

  

【第４号議案】 専門分科会および企画委員について 

  事務局より説明をおこない、異議なく承認された。 

東地区企画委員 世田谷パブリックシアター  福田 純平 



  

中地区企画委員 愛知県芸術劇場    畔上 康治 

西地区企画委員 兵庫県立芸術文化センター  池田 拓司 

 

 提案として西地区企画委員 池田氏により、兵庫県公立文化施設協会か

らガイドラインの研修会の計画について計画の要請がある。 

【第５号議案】 代表委員確認について 

   議⾧により各代表委員の選任について説明をおこなった。 

   １）意見  代表顧問 堀内氏により、議案の可決を行うものと報告事項

と分けることに言及があった。 

     質疑応答 

議 ⾧ 意見として承知した。 

 

【第６号議案】 年会費の改訂について 

事務局より詳細の詳細説明を行い、議⾧は質疑と討議を促し審議に入っ

た。 

   １）意見  札幌文化芸術劇場 伊藤氏より、公立文化施設協会との違い

についての明文化に言及した。 

     質疑応答 

      議 ⾧ 意見として承知した。 

   ２）意見  代表顧問 堀内氏により、繰越金の残額について説明に言及

した 

     質疑応答 

      副会⾧ コロナ禍が原因の繰越金であると説明した。 

   ３）意見  りゅーとぴあ新潟市民芸術文化会館 金子氏より、年会費増

額の詳細説明資料について言及した。（同意見 いわきアリ

オス中村氏） 

     質疑応答 

      議 ⾧ 年会費増額の詳細文書を会員に示すとした。 

   ４）意見  代表顧問 堀内真人により、年会費が増額された際の使途に

ついて言及した。 

 

 



  

     質疑応答 

      副会⾧ 専門分科会をより充実したものとすることに使うと発言

した。 

 議⾧により改めて出席会員に本議案の採決を諮ったところ、その他異議

なく承認された。 

  

【第７号議案】 新規入会館について 

山口県情報芸術センターYCAM（ワイカム）の入会について、事務局が

入会申込の経緯を説明し、入会館が組織や取り組みを説明し、議⾧は質疑

と討議を促し審議に入った。 

 １）意見  札幌文化芸術劇場 伊藤氏より会則に沿っているのかについ

て言及した。 

       （平行意見代表顧問 堀内氏） 

     質疑応答 

      副会⾧ 会則第 1 条、第 2 条、第 3 条に沿っていると説明した。 

     

議⾧により会則に沿っており、改めて出席会員に本議案の採決を諮った

ところ、賛成多数により承認された。 

 

【その他報告】 

   議⾧により報告事項を説明した 

  １）レーザー使用許可申請書について 

    議⾧が説明した。 

  ２）令和 8 年度総会及び定例連絡会開催について 

    事務局が説明した。 

  ３）舞台技術の共通基礎について 

    事務局が説明した。 

  ４）参加申込フォーム・ホームページについて 

    事務局が説明した。 
  

【各館質問】 

   議⾧により各館の質問を抜粋して意見交換を行った。 



  

【施設見学会】5 月 9 日（金）１４：００～1５：００ 

熊本県立劇場 演劇ホール・コンサートホール 

 

 
 

 

熊本県立劇場の垂水氏をはじめ舞台技術職員による案内にて、「演劇ホー

ル」と「コンサートホール」の施設見学会を行った。 

 

 
演劇ホール 

 

 



  

 
コンサートホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
文責：公技連 事務局 


